
   

 

 
■まん延防止・第 4 波抑制へ！ 

 愛知県では、3 月21 日の本県独自の厳重警戒措置の解除後、

感染の再拡大と第 4 波を防止するため、名古屋市内において

酒類を提供する飲食店等に午後10時までの営業時間の短縮

要請などをお願いするとともに、ワクチン接種体制整備の加速

や医療提供体制の更なる強化など、感染防止対策に取り組

んできましたが、新規陽性者数は 3 月後半から徐々に増加

しており 7 日間平均値で 

3 月 25 日には 50 人を上回りステージⅠ➡ステージⅡ  
4 月 13 日には 160 人を超え ステージⅢ 

となりました。7日間平均の入院患者数も4月15日には300

人を超える水準となり、第 4 波と認識しています。 

変異株の広がりも含め、全国的に感染が再拡大し、4 月 5 日

には宮城県、大阪府及び兵庫県、4 月 12 日には東京都、京都

府及び沖縄県に「まん延防止等重点措置」が適用され、期間・

区域、業態を絞った集中的な対策が行われています。 

このような中、4 月 14 日に１月２８日以来 200 人を超え

216 人が感染、15 日に国へ「新型インフルエンザ等対策特別

措置法に基づくまん延防止等重点措置の公示に関する要請」を

行い、16 日には国において愛知県、埼玉県、千葉県、神奈川

県に対し、「まん延防止等重点措置」の適用が決定されまし

た。 

本県では、国の基本的対処方針に基づ

き、実施区域を愛知県全域、実施期間は

4 月 20 日(火)から 5 月 11 日(日)までの

22 日間として重点措置を講じることと

し、名古屋市内〈法第 31 条の 6 第 1 項

に基づく要請〉の飲食店等に対しては

午 8 後時まで、名古屋市以外〈法第 24

条第 9 項に基づく協力要請〉の地域には

午後 9 時までとする営業時間の短縮要

請など、更なる感染防止対策の徹底をお

願いすることになりました。 

県民・事業者の皆様、医療関係者、

市町村等関係機関一、丸となって、心

を一つにワン愛知で、この第 4 波を抑

制、克服し一、日も早く日常を取り戻し

ていくため、引き続き、ご協力をお願い

いたします。 
(まん延防止・第 4 波の抑制に向け県民・事業差の皆様へのメッ   セージから一部修正削除・加筆) 
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新政あいち県議団  2104 

4 月 1 日～稲沢市ワクチン接種コールセンター0120-542500 設置 
6 月までは 4 月 29 日を除く毎日午前 9～午後 6 時(市 HP より) 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■一般会計補正予算(第 3 号)の概要 

 4 月 21 日開会の令和 3 年 4 月臨時愛知県議会で可決した補正予

算 548 億 1,550 万円の歳入内訳は、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金 500 億余円及び生活困窮者支援対策費補助

金 48 億円(共に国庫支出金)、歳出は以下の通りです。 

●愛知県感染防止対策協力金(4/20～5/11 実施分)…492 億余円 

・県内すべての飲食店等に対し、名古屋市内は午後 8 時まで(協力金 4 万円～最大

20 万円/1 日)、名古屋市以外は午後 9 時まで(同 2.5 万円～最大 20 万円/1 日)の

時短要請等の協力事業者へ交付 

・県内すべてのカラオケ設備を提供している飲食店等(上記該当以外)及びカラオケ

ボックスで利用自粛に対する協力金(一律 1 万円/1 日、夜間営業のカラオケボッ

クスは上記時短要請の飲食店と同額))を交付 

※売上高に応じた交付額(それでも最低額は交付)となるため審査は煩雑になる見

込み、電子申請も検討 申請受付は 6 月頃 問合せ：052-954-7453 

●飲食店等の見回り活動等により感染防止対策を促進…7.6 億円 

・名古屋市内(約 1 万 8 千店舗)ではアクリル板の設置等や食事中以外のマスク会

食の推奨などの感染防止対策の徹底や時短の確認、名古屋市以外(約 2 万 2 千

店舗)では時短の確認に見回り活動を実施 

●生活福祉資金貸付制度の特例措置の申請期間を延長…48 億円 

・休業など一時的な資金が必要な方の緊急小口資金(据え置き 1年、償還 2年)及び

失業など生活の立て直しが必要な方の総合支援資金(生活支援費)(据え置き 1

年、償還 10年)の特例措置の延長(2021年 6月末まで)に伴い貸付原資を増額 

■稲沢市の新型コロナウイルスワクチン接種について 

ワクチン接種は令和 4 年 2 月末までの予定で国の施策として実

施されます。接種順位は医療従事者等の後、高齢者→基礎疾患を有

する者→高齢者施設の従事者→60～64 歳の者→それ以外の者の

順です。(稲沢市のホームページより以下同様) 

●高齢者(令和 3 年度中に 65 歳以上に達する方)接種の今後の予定 

・個別通知(接種券)：4 月 22 日発送 

・予約受付：医療機関は 5 月 10 日予約開始 

ウェブ・コールセンター※は 5 月 14 日予約開始 

・接種開始：5 月 25 日(高齢者施設入所者は 4 月下旬～5 月) 

・接種場所：集団接種：稲沢市保健センター、同祖父江支所 

個別接種：市内の病院・診療所等(調整中) 

(施設接種：高齢者施設利用者)  
※保健センター、同祖父江支所、きたやまク

リニック、たけむらクリニック、稲沢市民
病院、稲沢厚生病院、六輪病院が対応 

 

 
新年度２度目の４月臨時議会の冒頭に神戸                     議長、大村知事から２０世紀中

には不可能と言われた高輝度青色発光ダイオードの発明でノーベル物理学賞を受賞され名誉県民である故赤﨑勇先生へ哀

悼の言葉を述べられました。先人の偉業に感謝し 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

●地域別各週 10 万人当たりの新規陽性者数 

各地域とも３月下旬から増加傾向となっているが名古屋市の感染者の

増加が顕著となっている。(各地域のグラフの左から 1/10-16 の週、17 

24、31、2/7、14、21、28、3/7、14、21、28、最後が 4/4-10 の週〇) 

 

名古屋市   尾張    知多    西三河    東三河   県合計 

 

●キャンペーンレディの皆さん(井坂美穂さん、大野真由さん、各務朱音さん) 

 
●東海北陸道一宮稲沢北 IC 開通式 
稲沢市から北へ約 2．2km の西尾張中央道

に一宮稲沢北インターチェンジが開通、15

の信号交差点と尾西線踏切を回避してアク

セス可能です。(名神高速道路には乗り降りできません)  

 

 

 

 

 

 

●稲沢市消防団員任命式 
稲沢市消防団員任命式がコロナ対策を実

施して挙行され、鈴木は地元県議を代表し

て 10 年の節目となる東日本大震災に触れ

ながらご挨拶させて頂きました。 

 

 

 

 

 

●TOKYO2020 聖火リレー 
輝＆輝(kiki)の津軽三味線演奏の後、聖

火は採火式に参加できなかった石川さんか

ら駐日ギリシャ大使に、最終ランナーは久

納前商工会議所会頭が務められました。 

 

 

 

 

 

●新政あいち県議団 健康と食の PT 
名鉄労組出身の松本議員の紹介で名鉄バ

スの保健師の方をお迎えし無呼吸症候群

や肥満への対応など健康に関する取組に

ついて意見交換をさせていただきました。 

 

 

 

 
 

                                            

                                            

                                            

                                                                                        

                                            



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・資料は稲沢市の公式 LINE から 
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